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虐。

果
笙
編
『
日
本
の
階
層
構
造
』

鈴
木
広
編
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
モ
ラ
ー
ル
と
社
会

　
　
　
　
　
　
　
移
動
の
研
究
』

O
現
代
日
本
の
階
層
構
造
と
社
会
移
動
に
つ
い
て
の

　
最
近
の
二
つ
の
注
目
す
べ
ぎ
研
究

　
裸
の
「
生
身
」
の
人
間
存
在
と
な
ん
ら
か
の
化
粧
を
し
「
衣
服
」
を
ま
と
い

「
肩
書
」
を
背
負
つ
た
社
会
化
さ
れ
た
人
間
存
在
と
は
、
共
に
人
間
存
在
の
両

面
で
あ
り
、
そ
の
両
面
の
織
り
な
す
人
間
存
在
の
動
態
を
考
え
て
い
く
う
え
で

重
要
な
概
念
の
一
つ
に
「
社
会
的
位
置
」
（
社
会
的
地
位
．
空
間
）
」
が
あ
る
。

　
こ
の
「
社
会
的
位
置
」
は
客
観
的
地
位
・
空
問
と
主
観
的
地
位
・
空
問
を
包

摂
し
て
お
り
、
歴
史
的
社
会
的
に
制
約
さ
れ
た
産
物
・
布
置
で
あ
り
生
身
の
人

間
に
合
う
よ
う
に
主
体
的
に
刻
み
込
ん
で
い
く
軌
跡
で
あ
る
。
従
つ
て
、
「
社
会

的
位
置
」
は
社
会
化
¢
客
体
化
¢
主
体
化
・
Ψ
制
度
化
の
相
互
の
緊
張
・
対
応
・

動
態
の
中
核
に
あ
る
領
域
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
こ
の
領
域
に
関
す
る
近
代
産

業
社
会
の
動
き
は
、
周
知
の
よ
う
に
身
分
か
ら
契
約
へ
、
身
分
か
ら
階
級
へ
、

出
自
（
生
得
的
地
位
）
か
ら
業
績
（
業
績
的
・
獲
得
的
地
位
）
へ
、
定
住
か
ら
漂
泊

へ
、
土
着
か
ら
流
動
へ
の
動
き
で
あ
つ
た
。

　
社
会
的
位
置
・
地
位
の
垂
直
的
・
横
断
的
な
構
造
と
し
て
の
階
級
・
階
層
構
造
、

　
　
　
紹
介
と
批
評

そ
の
垂
直
的
・
水
平
的
移
動
、
客
観
的
・
主
観
的
移
動
と
し
て
の
社
会
移
動
に

つ
い
て
の
社
会
学
に
お
け
る
研
究
は
、
社
会
学
に
お
け
る
一
つ
の
重
要
な
研
究

領
域
と
し
て
脈
々
と
そ
の
研
究
史
を
跡
づ
け
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
産
業
化
や

社
会
構
造
上
の
諸
変
化
、
個
人
の
動
機
づ
け
や
個
人
の
地
位
へ
の
関
心
、
機
会

均
等
の
イ
デ
オ
p
ギ
ー
、
更
に
国
際
社
会
学
会
に
お
け
る
「
社
会
階
層
と
移
動

の
比
較
研
究
」
　
（
9
ヨ
冨
声
二
話
ω
ε
島
窃
亀
ω
。
鼠
巴
ω
『
象
醸
o
象
一
目
き
α

置
o
げ
注
受
）
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
の
動
ぎ
に
刺
激
さ
れ
て
、
階
級
・
階
層
研
究

（
特
に
階
層
研
究
）
と
移
動
研
究
が
一
段
と
積
極
的
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ

た
の
は
第
二
次
大
戦
後
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
（
尚
、
こ
の
領
域
に
お
け
る
研
究
動

向
に
っ
い
て
は
、
拙
稿
「
社
会
成
層
・
階
級
・
階
層
－
成
層
研
究
の
動
向
と
現
代
日
本
の

階
級
構
造
1
」
山
中
一
郎
編
『
社
会
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
所
収
、
「
社
会
移
動
の
国
際
比
較
」

拙
書
『
社
会
的
成
層
の
研
究
』
所
収
、
安
田
三
郎
『
社
会
移
動
の
研
究
』
等
を
参
照
さ
れ

た
い
）
わ
が
国
の
戦
後
の
こ
の
領
域
に
お
け
る
特
に
構
造
“
機
能
主
義
的
な
接

近
を
中
心
と
す
る
研
究
と
し
て
は
、
尾
高
邦
雄
、
西
平
重
喜
「
わ
が
国
六
大
都

市
の
社
会
的
成
層
と
移
動
」
（
『
社
会
学
評
論
』
　
一
二
号
、
一
九
五
三
年
）
、
日
本
社

会
学
会
調
査
委
員
会
編
『
日
本
社
会
の
階
層
的
構
造
』
（
一
九
五
七
年
）
、
尾
高
邦

雄
編
『
職
業
と
階
層
』
（
一
九
五
八
年
）
、
富
永
健
一
「
社
会
移
動
の
趨
勢
分
析
、

一
九
五
五
ー
一
九
六
五
年
」
（
『
社
会
学
評
論
』
八
｝
号
、
一
九
七
〇
年
）
、
安
田
三

郎
『
社
会
移
動
の
研
究
』
（
一
九
七
一
年
）
等
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
「
社
会
階
層
と
社
会
移
動
」
（
ω
8
芭
ω
零
緯
5
8
ぎ
ロ

”
巳
ω
8
芭
霞
3
臣
蔓
）
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
と
し
て
一
九
五
二
年
の
東

京
、
横
浜
、
名
古
屋
、
京
都
、
大
阪
、
神
戸
の
六
大
都
市
調
査
、
一
九
五
五
年

の
第
一
回
全
国
調
査
、
一
九
六
五
年
の
第
二
回
全
国
調
査
に
も
と
づ
く
成
果
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
七
　
（
二
一
〇
五
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

あ
つ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
調
査
は
英
語
名
を
略
称
し
て
第
一
回
S
S
M
全

国
調
査
、
第
二
回
S
S
M
全
国
調
査
と
い
う
よ
う
に
広
く
名
称
さ
れ
て
き
た
と

こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。

　
階
級
、
階
層
、
社
会
移
動
を
め
ぐ
る
理
論
的
・
実
証
的
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的

な
論
争
は
依
然
と
し
て
途
方
も
な
い
程
に
果
し
な
い
が
、
戦
後
の
社
会
変
動
に

対
応
し
つ
つ
戦
後
目
本
の
社
会
学
の
中
に
こ
う
し
た
研
究
領
域
が
定
着
し
成
果

を
蓄
積
し
て
き
た
こ
と
は
積
極
的
に
評
価
さ
れ
て
よ
い
。

　
こ
こ
で
と
り
あ
げ
る
二
書
、
富
永
健
＝
編
『
日
本
の
階
層
構
造
』
（
一
九
七
九

年
）
、
鈴
木
広
編
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
モ
ラ
ー
ル
と
社
会
移
動
の
研
究
』
（
一
九
七

八
年
）
も
、
こ
う
し
た
研
究
史
上
の
背
景
と
蓄
積
、
そ
し
て
戦
後
三
十
余
年
に

わ
た
つ
て
た
ど
つ
た
戦
時
体
制
と
戦
後
混
乱
、
占
領
支
配
、
民
主
化
、
技
術

革
新
、
高
度
成
長
、
都
市
化
、
人
口
構
造
の
変
化
、
地
域
社
会
の
変
容
、
労
働

生
活
と
家
族
生
活
の
変
化
、
高
学
歴
化
、
価
値
意
識
の
変
化
等
と
い
つ
た
社
会

変
動
の
展
開
過
程
を
経
て
新
た
に
提
起
さ
れ
て
い
る
問
題
関
心
に
よ
つ
て
支
え

ら
れ
た
研
究
書
で
あ
る
。
両
者
と
も
に
共
同
研
究
に
よ
つ
て
丁
度
同
じ
一
九
七

五
年
に
、
前
者
は
第
三
回
S
S
M
全
国
調
査
、
後
者
は
九
州
の
地
方
都
市
調
査

（
人
吉
市
、
大
野
城
市
、
北
λ
州
市
）
と
し
て
実
施
さ
れ
た
成
果
に
も
と
づ
い
た
理

論
的
・
実
証
的
研
究
で
あ
る
。
鈴
木
を
中
心
と
す
る
共
同
研
究
は
、
や
は
り

O
o
β
ヨ
彗
一
q
寓
a
母
⑦
弩
α
蜜
9
三
釘
の
頭
文
字
を
略
し
て
C
M
M
調
査

と
称
さ
れ
る
。

　
富
永
編
『
目
本
の
階
層
構
造
』
は
、
そ
れ
以
前
の
第
一
回
、
第
二
回
の
S
S

M
全
国
調
査
で
は
主
に
職
業
移
動
を
中
心
に
社
会
移
動
量
の
測
定
や
社
会
構
造

全
体
の
集
合
的
な
開
放
性
、
そ
の
国
際
比
較
を
焦
点
に
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八
　

（
一
二
〇
六
）

た
の
に
対
し
て
、
最
近
の
研
究
動
向
に
照
ら
し
て
移
動
過
程
分
析
、
「
階
層
的
地

位
達
成
の
因
果
分
析
」
、
「
階
層
的
地
位
形
成
」
・
地
位
達
成
過
程
の
分
析
に
理

論
的
・
方
法
論
的
関
心
を
向
け
て
お
り
、
一
九
五
五
年
の
第
一
回
S
S
M
全
国

調
査
、
一
九
六
五
年
の
第
二
回
S
S
M
全
国
調
査
、
そ
し
て
富
永
が
自
ら
中
心

に
な
つ
て
実
施
し
た
一
九
七
五
年
の
第
三
回
S
S
M
全
国
調
査
を
時
間
軸
と
し

て
縦
に
つ
な
い
で
対
照
し
つ
つ
、
職
業
、
教
育
．
所
得
の
基
本
変
数
で
み
る
か

ぎ
り
戦
後
日
本
の
「
分
配
の
民
主
化
」
が
ど
れ
だ
け
進
展
し
た
の
か
、
業
績
型

社
会
が
ど
の
程
度
実
現
し
て
い
る
の
か
、
学
歴
社
会
化
の
制
約
が
進
み
つ
つ
あ

る
の
か
、
と
い
う
問
題
関
心
を
実
証
的
に
分
析
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
他
方
、
鈴
木
編
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
モ
ラ
ー
ル
と
社
会
移
動
の
研
究
』
は
、
同

様
に
階
層
構
造
や
移
動
に
関
心
を
抱
き
つ
つ
も
こ
れ
ま
で
の
研
究
動
向
を
鋭
く

批
判
す
る
地
平
か
ら
始
め
ら
れ
て
い
る
と
い
つ
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
従
来
の
研

究
が
階
層
構
造
や
社
会
移
動
を
垂
直
的
な
階
層
軸
に
あ
ま
り
に
偏
し
て
捉
え
、

産
業
化
と
の
関
連
で
（
産
業
化
を
独
立
変
数
と
し
て
）
階
層
や
移
動
を
説
明
・

従
属
変
数
と
し
て
の
み
位
置
づ
け
る
研
究
が
多
か
つ
た
こ
と
を
批
判
し
、
土
着

ー
流
動
と
い
う
水
平
的
な
空
間
軸
の
移
動
類
型
を
中
心
と
し
て
社
会
移
動
し
た

こ
と
が
人
々
の
生
活
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
を
分
析
し
て
い

る
。
そ
れ
を
鈴
木
の
共
同
研
究
で
は
地
域
社
会
の
レ
ベ
ル
で
検
討
し
よ
う
と
す

る
。
し
か
も
、
移
動
研
究
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
論
と
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
つ

て
、
こ
れ
ま
で
の
し
ば
し
ぽ
大
都
市
及
び
近
郊
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
モ
デ
ル
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
論
、
事
大
主
義
的
な
住
民
運
動
論
に
対
し
て
、
九
州
と
い

う
地
方
の
地
域
社
会
の
深
く
日
常
的
な
生
活
の
場
・
状
況
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
「
土
着
的
再
統
合
」
を
試
み
よ
う
と
す
る
意
欲
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
戦



後
激
し
く
揺
り
動
か
さ
れ
辿
り
つ
い
た
「
流
動
型
社
会
」
、
あ
る
い
は
V
・
パ

ッ
カ
ー
ド
の
い
う
「
見
知
ら
訟
国
の
人
々
」
「
高
移
動
社
会
」
、
ま
た
業
績
型
社

会
が
、
地
域
社
会
や
職
場
に
根
を
も
た
な
い
「
根
な
し
」
、
「
根
こ
ぎ
」
の
浮
草

的
な
生
活
状
況
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
地
方
や
底
辺
か
ら
つ
き
つ
け
る
こ

と
に
よ
つ
て
わ
れ
わ
れ
の
問
題
状
況
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。

　
両
者
の
研
究
内
容
を
階
層
や
移
動
を
焦
点
に
し
て
比
較
対
照
す
れ
ば
、
前
者

は
移
動
過
程
論
、
後
者
は
移
動
効
果
論
で
あ
る
と
い
え
る
。
二
書
と
も
に
最
近

の
日
本
社
会
学
界
の
中
で
は
見
落
す
こ
と
の
で
き
な
い
注
目
す
べ
き
研
究
書
で

あ
る
こ
と
は
疑
い
得
な
い
。

◎
「
分
配
の
民
主
化
」
と
地
域
社
会
の
土
着
的
再
統
合
、

「
中
間
層
肥
大
型
」
社
会
と
「
流
動
型
」
社
会

　
富
永
編
『
日
本
の
階
層
構
造
』
、
鈴
木
編
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
モ
ラ
ー
ル
と
社

会
移
動
の
研
究
』
は
、
共
に
共
同
研
究
で
あ
り
、
多
数
の
執
筆
者
が
各
章
毎
に

分
担
さ
れ
、
し
か
も
五
〇
〇
頁
を
越
え
る
大
冊
な
の
で
決
し
て
読
み
易
い
書
物

で
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
「
書
評
」
と
し
て
両
書
を
一
度
に
一
緒
に
紹
介
批

評
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
前
記
の
よ
う
に
両
書
互

い
に
関
連
す
る
理
論
的
関
心
と
問
題
状
況
を
あ
つ
か
つ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で

は
比
較
対
照
的
に
内
容
の
概
略
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
ず
初
め
に
両
書
の
「
目
次
」
に
し
た
が
つ
て
、
全
体
の
構
成
を
記
し
て
お

く
。　

富
永
健
一
編
『
日
本
の
階
層
構
造
』

　
　
　
紹
介
と
批
評

1
序
論
（
1
章
・
社
会
階
層
と
社
会
移
動
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
）

H
階
層
構
造
の
趨
勢
分
析
（
2
章
・
社
会
階
層
と
社
会
移
動
の
趨
勢
分
析
、
3

　
　
　
章
・
社
会
的
不
平
等
と
機
会
構
造
の
趨
勢
分
析
、
4
章
・
学
歴
構
造
の
趨

　
　
　
勢
分
析
）

皿
社
会
階
層
の
構
造
と
過
程
（
5
章
・
社
会
的
地
位
の
一
貫
性
と
非
一
貫
性
、

　
　
　
6
章
・
職
業
経
歴
の
分
析
、
7
童
・
社
会
階
層
と
移
動
．
』
お
け
る
地
域
の

　
　
　
役
割
）

W
社
会
移
動
と
教
育
（
8
章
・
学
歴
社
会
仮
説
の
検
討
、
9
章
・
教
育
ア
ス
ピ

　
　
　
レ
ー
シ
ョ
ン
と
職
業
ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
1
0
章
・
社
会
的
地
位
形
成
過

　
　
　
程
に
お
け
る
教
育
の
役
割
）

V
社
会
階
層
と
社
会
意
識
（
1
1
章
・
階
層
意
識
と
階
級
意
識
、
12
章
・
政
党
支

　
　
　
持
と
そ
の
変
化
の
分
析
）

M
職
業
の
社
会
的
評
価
（
1
3
章
・
職
業
の
魅
力
評
価
の
分
析
、
1
4
章
・
職
業
的

　
　
　
地
位
尺
度
の
構
成
）

W
結
　
　
　
論
（
日
本
の
階
層
構
造
の
要
約
と
今
後
の
研
究
課
題
）

鈴
木
広
編
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
モ
ラ
ー
ル
と
社
会
移
動
の
研
究
』

1
基
礎
視
角
（
－
章
・
コ
、
・
三
ニ
テ
ィ
論
の
今
日
的
状
況
、
2
章
・
地
域
に
お
け

　
　
　
　
る
統
合
と
溶
解
、
3
章
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
土
着
と
流
動
、
4
章
・

　
　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
豊
富
と
貧
困
、
5
章
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
同
化

　
　
　
　
と
疎
外
、
6
章
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
分
析
の
方
法
）

　
H
土
着
と
流
動
（
7
章
．
地
方
へ
の
ア
プ
・
i
チ
、
8
章
・
調
査
の
手
続
と
方
法
、

　
　
　
　
9
章
・
社
会
構
造
と
社
会
移
動
、
10
章
・
生
活
構
造
分
析
、
1
1
章
、
付
論

　
　
　
　
大
都
市
近
郊
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
、
12
章
・
社
会
移
動
の
経
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
　
（
一
二
〇
七
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

　
　
　
　
　
分
析
、
1
3
章
・
地
域
類
型
と
移
動
パ
タ
ー
ン
、
1
4
章
・
移
動
パ
タ
ー
ン
と

　
　
　
　
　
生
活
構
造
、
1
5
章
・
移
動
パ
タ
ー
ン
と
家
族
形
態
）

　
　
皿
地
方
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
状
況
（
1
6
章
・
社
会
移
動
と
コ
、
・
・
ユ
ニ
テ

　
　
　
　
　
ィ
、
1
7
章
・
生
活
要
件
分
析
、
18
章
・
コ
ミ
f
一
テ
ィ
意
識
分
析
）

　
　
W
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
へ
の
基
本
条
件
（
1
9
章
・
コ
・
Σ
ニ
テ
ィ
形
成
へ
の
展

　
　
　
　
　
望
と
課
題
）

　
両
書
と
も
、
構
成
と
し
て
は
最
初
に
問
題
領
域
に
対
す
る
基
礎
的
視
角
と
方

法
論
的
考
察
、
そ
し
て
分
析
枠
組
の
提
示
、
仮
説
と
そ
の
検
討
、
意
識
論
、
要

約
と
課
題
、
と
い
つ
た
順
序
で
調
査
報
告
書
の
特
徴
に
み
ら
れ
る
オ
ー
ソ
ド
ッ

ク
ス
な
論
理
展
開
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
さ
て
、
富
永
編
『
日
本
の
階
層
構
造
』
は
「
日
本
社
会
の
現
状
分
析
に
つ
い

て
、
階
層
構
造
と
い
う
側
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
も
の
で
あ
る
」
（
序
文
）
。
S

S
M
調
査
第
二
・
三
世
代
の
研
究
関
心
・
動
向
を
反
映
し
て
社
会
移
動
の
移
動

過
程
・
地
位
達
成
過
程
分
析
が
中
心
的
な
分
析
枠
組
に
な
つ
て
は
い
る
が
、
こ

こ
で
は
現
代
日
本
全
体
の
第
一
回
（
尾
高
邦
雄
、
西
平
重
喜
ら
を
中
心
に
一
九
五
五

年
実
施
）
・
第
二
回
（
安
田
三
郎
、
西
平
重
喜
を
中
心
に
一
九
六
五
年
実
施
）
・
第
三

回
（
富
永
健
一
を
中
心
に
一
九
七
五
年
実
施
）
S
S
M
全
国
調
査
を
通
じ
て
階
層
構

造
の
変
化
と
現
状
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
結
果

的
に
は
、
著
書
ら
が
意
図
し
て
い
た
よ
う
に
、
ま
た
内
外
の
多
く
の
評
価
に
潜

ん
で
い
た
よ
う
に
そ
の
現
状
は
巨
視
的
に
「
中
太
り
の
階
層
構
造
」
「
中
間
層

肥
大
型
」
社
会
（
7
章
）
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
、
「
日
本
に
お
け
る
S
S
M
研

究
は
、
二
〇
年
の
歳
月
と
三
回
の
全
国
プ
・
ジ
ェ
ク
ト
を
経
て
、
よ
う
や
く
国

際
的
水
準
に
達
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
ょ
う
」
（
序
文
聾
頁
）
と
い
え
る
だ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
〇
　
　
（
一
二
〇
八
）

う
。
た
だ
そ
こ
で
結
論
的
に
表
現
さ
れ
た
言
葉
だ
け
を
読
む
と
、
中
年
男
が
鏡

の
前
に
立
た
さ
れ
て
自
ら
の
腹
囲
り
あ
た
り
を
思
わ
ず
見
て
い
る
よ
う
で
、
何

か
く
す
ぐ
つ
た
く
、
照
れ
く
さ
い
、
と
い
う
実
感
が
し
な
い
で
も
な
い
。

　
「
社
会
階
層
」
（
ω
8
芭
誓
壁
貯
艮
8
け
一
自
）
は
「
全
体
社
会
に
お
い
て
社
会

的
資
源
な
ら
び
に
そ
の
獲
得
機
会
が
、
人
び
と
の
あ
い
だ
に
不
平
等
に
分
配

（
島
馨
ユ
ぴ
葺
o
）
さ
れ
て
い
る
社
会
構
造
状
態
を
表
示
す
る
、
整
序
概
念
で
あ

る
」
　
（
一
一
貢
）
。
そ
し
て
そ
の
分
析
単
位
は
個
々
人
の
「
社
会
的
地
位
」
で
あ
り
、

「
こ
の
よ
う
な
社
会
的
地
位
に
た
い
す
る
人
間
の
た
え
ざ
る
配
分
・
再
配
分
の

結
果
と
し
て
生
ず
る
社
会
的
地
位
体
系
間
で
の
人
間
の
動
き
」
が
「
社
会
移
動
」

（
8
9
巴
目
o
げ
筐
蔓
）
で
あ
る
（
四
頁
）
。
著
者
ら
の
指
摘
す
る
よ
う
に
社
会
的
資

源
は
個
人
に
と
つ
て
欲
求
充
足
の
源
泉
と
な
り
社
会
体
系
に
と
つ
て
機
能
的
要

件
充
足
の
源
泉
と
な
る
が
、
本
書
を
通
じ
て
全
体
の
社
会
体
系
の
側
か
ら
の
接

近
が
中
心
と
な
つ
て
垂
直
的
な
階
層
軸
を
基
軸
に
し
て
個
々
人
に
基
本
的
地
位

変
数
艮
職
業
（
仕
事
、
従
業
上
の
地
位
、
役
職
、
従
業
先
規
模
。
産
業
、
S
S
M
総
合

分
類
）
・
教
育
・
所
得
、
補
助
的
地
位
変
数
－
財
産
（
財
産
項
目
の
点
数
方
式
）
・

生
活
様
式
（
余
暇
行
動
）
・
勢
力
（
有
力
者
と
の
つ
き
合
い
、
職
場
や
地
域
社
会
で
の
発

言
力
・
影
響
力
）
と
し
て
の
具
体
的
な
資
源
が
ど
の
よ
う
に
配
分
（
毘
0
8
富
）

さ
れ
全
体
と
し
て
ど
の
よ
う
な
階
層
構
造
、
不
平
等
的
分
配
構
造
を
構
成
し
て

い
る
の
か
を
分
析
し
よ
う
と
す
る
。
個
々
人
の
地
位
形
成
の
視
点
か
ら
み
れ

ぽ
、
そ
の
よ
う
な
変
数
に
具
体
化
さ
れ
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
限
り
で
の
社
会
的

地
位
を
一
定
の
時
間
的
経
緯
の
中
で
ど
の
よ
う
に
移
動
し
た
の
か
、
ど
の
よ
う

な
地
位
達
成
過
程
を
経
て
き
て
い
る
の
か
、
が
分
析
さ
れ
る
。
「
広
義
の
社
会

的
地
位
に
関
す
る
変
数
」
と
し
て
年
令
、
居
住
地
域
、
兄
弟
姉
妹
数
、
出
生
順



位
、
既
婚
・
未
婚
お
よ
び
家
族
構
成
等
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。
主
観
的
移
動
の

側
面
に
関
し
て
は
、
職
業
・
教
育
ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
階
級
・
階
層
意
識
、

政
党
支
持
、
満
足
度
等
に
つ
い
て
、
更
に
職
業
の
社
会
的
評
価
に
つ
い
て
も
調

査
さ
れ
分
析
さ
れ
て
い
る
が
、
社
会
意
識
の
集
合
的
な
計
量
分
析
に
と
ど
ま
り
、

こ
の
調
査
方
法
の
性
格
か
ら
し
て
も
深
く
掘
り
下
げ
ら
れ
た
考
察
が
な
さ
れ
て

い
る
と
は
思
え
な
い
。
富
永
が
す
で
に
『
社
会
変
動
の
理
論
』
（
一
九
六
五
年
）
、

『
産
業
社
会
の
動
態
』
（
一
九
七
三
年
）
等
で
示
し
て
い
た
構
造
“
機
能
主
義
と

い
う
理
論
的
関
心
と
方
法
論
的
立
場
か
ら
の
接
近
を
こ
こ
で
も
貫
い
て
お
ら
れ

る
。
大
規
模
調
査
と
計
量
分
析
手
法
を
駆
使
し
て
、
独
立
変
数
と
し
て
の
産
業

化
の
展
開
ー
生
産
技
術
の
進
歩
－
経
済
の
発
展
－
社
会
の
他
の
部
門
の
発
展
と

い
う
構
造
変
動
（
人
員
配
分
・
所
有
配
分
の
変
化
，
階
層
構
造
の
変
化
）
を
軸
と
す

る
社
会
変
動
の
一
般
的
（
仮
説
）
命
題
を
、
本
書
を
通
じ
て
よ
り
具
体
的
に
実

証
展
開
し
よ
う
と
し
た
と
い
え
る
。
従
つ
て
、
こ
こ
で
帰
結
的
に
引
き
出
さ
れ

た
「
事
実
命
題
」
実
証
命
題
も
予
め
設
定
さ
れ
た
一
般
命
題
に
逆
に
制
約
さ
れ

て
極
め
て
一
般
的
・
す
う
勢
的
な
性
格
に
な
つ
て
い
る
（
特
に
2
章
）
。

　
本
書
の
基
本
的
説
明
図
式
と
し
て
興
味
深
い
図
1
に
示
さ
れ
た
基
本
的
な
変

数
に
関
連
す
る
変
数
間
関
係
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
移
動
過
程
分
析
を
通
じ
て

把
握
さ
れ
る
階
層
構
造
変
化
に
つ
い
て
の
仮
説
は
、
ω
産
業
化
の
展
開
（
局
面

変
化
）
に
よ
つ
て
地
位
形
成
の
帰
属
・
生
得
原
理
に
よ
る
制
約
か
ら
解
放
さ
れ

た
業
績
原
理
へ
の
移
行
、
α
⇒
流
動
性
の
増
大
と
移
動
経
歴
の
多
様
化
、
⑯
社
会

的
地
位
の
多
元
化
、
㈹
分
配
の
民
主
化
、
と
い
つ
た
諸
点
に
あ
る
と
い
え
る

（
こ
の
辺
は
明
示
的
で
は
な
い
が
）
。

　
各
章
の
個
別
の
主
題
に
つ
い
て
の
こ
の
分
析
結
果
の
内
容
を
い
く
つ
か
に
整

　
　
　
紹
介
と
批
評

理
し
直
し
て
み
よ
う
。
一
九
五
五
年
か
ら
一
九
七
五
年
に
至
る
こ
の
二
〇
年
間

に
職
業
に
み
る
構
造
変
動
も
、
工
業
労
働
者
な
ら
び
に
事
務
従
業
者
を
中
心
に

急
速
な
増
加
が
進
み
、
全
体
と
し
て
の
世
代
間
移
動
率
は
高
く
、
こ
の
二
〇
年

間
一
貫
し
て
増
大
し
つ
づ
け
て
き
た
こ
と
、
地
位
達
成
過
程
の
分
析
に
お
い
て

13変数の時問順序図1

鶉
現
在

異
就
職
・
結
婚

輪
学
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教
育

範
ア
ス
ピ
レ
ー

　
　
　
シ
ョ
ン

の
家
族
背
景

｛現
在
の
所
得

現
在
の
職
業

騰　規模講鶴影塾婁塾
父教育

母教育

父の職業

15歳時のくらしむき

｝一
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説
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数

ノ
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説
明
変
数
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富永健一編r日本の階層構造』，p．67

一
一
二
　
　
（
二
一
〇
九
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

「
従
来
確
認
さ
れ
て
き
た
目
本
社
会
の
地
位
達
成
の
特
性
、
す
な
わ
ち
教
育
↓

初
職
↓
現
職
と
い
う
メ
イ
ン
・
ル
ー
ト
が
強
い
決
定
関
係
を
も
つ
と
い
う
特
性

が
こ
こ
で
も
確
認
さ
れ
た
」
（
八
三
頁
）
こ
と
。
「
従
業
上
の
地
位
間
（
自
営
業
ー
一

般
雇
用
者
）
な
い
し
、
一
般
雇
用
者
の
従
業
先
規
模
間
（
大
企
業
－
中
小
企
業
）

の
流
動
性
は
高
ま
つ
た
の
に
対
し
て
、
仕
事
の
内
容
間
で
の
流
動
性
は
低
下
し

た
」
（
二
〇
八
頁
）
こ
と
、
特
に
職
業
移
動
、
学
歴
移
動
を
通
じ
て
こ
こ
半
世
紀
の

あ
い
だ
に
全
体
と
し
て
「
機
会
均
等
」
化
を
推
進
し
つ
つ
「
結
果
の
平
等
化
」

を
も
か
な
り
の
程
度
達
成
し
て
ぎ
た
（
一
二
八
頁
）
、
と
い
え
る
。
他
方
、
高

学
歴
化
が
、
戦
後
に
お
け
る
産
業
化
の
進
展
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
な
く
（
も
ち

ろ
ん
、
そ
の
影
響
に
よ
る
関
連
を
区
別
で
き
な
い
と
し
て
も
）
、
日
本
社
会
の
教
育
観
、

文
化
的
要
因
に
規
定
さ
れ
た
安
定
し
た
世
代
間
学
歴
移
動
構
造
に
支
え
ら
れ

た
、
教
育
の
先
行
性
に
よ
つ
て
招
来
さ
れ
た
と
い
う
分
析
も
興
味
深
い
（
4
章
）
。

　
し
か
し
、
「
高
学
歴
へ
の
要
求
が
経
済
の
低
成
長
に
も
か
か
わ
ら
ず
拡
大
し
つ

づ
け
て
い
く
」
（
一
五
五
頁
）
と
す
れ
ば
本
人
の
学
歴
達
成
の
機
会
が
出
身
階
層
の

属
性
に
よ
つ
て
制
約
さ
れ
る
度
合
が
低
下
し
続
け
学
校
教
育
が
業
績
原
理
的
平

等
を
推
し
進
め
て
き
て
い
る
に
せ
よ
、
「
出
身
地
域
や
出
身
家
族
の
く
ら
し
む
ぎ

の
違
い
に
ょ
る
学
歴
格
差
は
温
存
さ
れ
た
ま
ま
」
（
一
三
ハ
頁
）
（
更
に
7
章
）
で

あ
り
「
出
身
階
層
や
両
親
学
歴
に
お
い
て
高
い
者
ほ
ど
、
よ
り
高
い
教
育
ア
ス

ピ
レ
ー
シ
ョ
ソ
を
抱
ぎ
が
ち
」
で
あ
り
（
一
一
三
五
頁
、
9
章
）
、
更
に
「
今
後
、
学

歴
が
第
二
の
「
社
会
的
出
生
」
と
し
て
人
生
の
あ
る
時
点
で
「
固
定
変
数
」
化

す
る
と
い
う
制
度
的
特
徴
に
、
職
業
機
会
の
不
平
等
問
題
が
集
中
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
」
（
一
二
四
頁
）
と
い
う
学
歴
社
会
化
に
つ
い
て
の
指
摘
は
注
目
さ

れ
る
が
、
単
に
問
題
の
指
摘
に
と
ど
ま
つ
て
い
る
の
は
残
念
で
あ
る
（
3
章
、

↓
二
二
　
　
（
コ
ニ
O
）

5
章
、
8
章
、
1
0
章
）
。

　
第
5
章
「
社
会
的
地
位
の
一
貫
性
と
非
一
貫
性
」
は
、
レ
ン
ス
キ
や
マ
ホ
ニ

ソ
等
に
よ
る
研
究
に
刺
激
さ
れ
て
多
元
的
な
分
配
構
造
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と

し
た
も
の
で
、
日
本
社
会
を
「
上
・
中
・
下
」
の
一
次
元
的
な
階
層
カ
テ
ゴ
リ
ー

に
は
分
類
し
に
く
く
明
確
な
階
層
分
化
状
態
を
つ
く
り
だ
し
て
い
な
い
こ
と
、

む
し
ろ
、
や
は
り
多
元
的
な
分
配
構
造
と
な
つ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
と
こ
ろ
は
、
岸
本
重
陳
『
「
中
流
」
の
幻
想
』
や
「
中
問
層
論
争
」

と
も
関
連
し
、
主
観
的
階
層
と
し
て
の
階
層
・
階
級
意
識
（
1
1
章
）
、
政
党
支
持

（
1
2
章
）
分
析
と
も
密
接
に
か
か
わ
つ
て
い
る
。
中
間
階
層
帰
属
意
識
は
、
一

九
五
五
年
が
四
二
・
五
％
、
一
九
六
五
年
が
五
六
・
三
％
、
一
九
七
五
年
が
七

七
・
○
％
（
う
ち
「
中
の
上
」
壬
干
三
％
、
「
中
の
下
」
五
三
・
七
％
）
と
S
S
M
調
査

に
お
い
て
も
、
総
理
府
や
世
論
調
査
機
関
の
調
査
と
同
様
に
、
年
毎
に
増
大
し

て
き
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
分
析
に
み
ら
れ
た
客
観
的
階
層
に
お
け
る
中
位
層

へ
の
集
中
・
平
準
化
、
多
元
的
な
分
配
構
造
と
そ
れ
に
よ
る
「
境
界
線
」
の
不
透

明
さ
、
比
較
基
準
の
多
元
化
も
作
用
し
て
、
「
人
び
と
は
何
ら
か
の
「
中
階
層
の

生
活
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
（
生
活
標
準
）
を
も
つ
て
お
り
、
そ
れ
を
み
た
し
て
い

る
か
ら
こ
そ
自
己
を
「
中
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
知
見
が
、
階
層

帰
属
意
識
の
時
系
列
的
分
析
か
ら
え
ら
れ
た
」
（
三
八
七
頁
）
と
結
論
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
生
活
事
実
の
確
実
な
変
化
、
豊
か
さ
へ
の
変
化
、
価
値
と
規
範

に
お
け
る
「
連
続
」
観
、
同
調
志
向
等
を
一
面
で
認
め
つ
つ
も
、
半
面
で
わ
れ

わ
れ
の
現
代
の
産
業
社
会
に
お
い
て
「
生
活
事
実
」
が
ま
す
ま
す
イ
メ
ー
ジ
化

さ
れ
操
作
化
さ
れ
画
一
化
さ
れ
幻
想
化
さ
れ
易
い
傾
向
が
あ
る
の
で
あ
り
、
従

つ
て
、
社
会
的
地
位
変
数
の
設
定
の
仕
方
、
職
業
威
信
、
「
多
元
化
」
に
よ
る
社



・
会
的
地
位
の
一
貫
性
・
非
一
貫
性
の
尺
度
法
、
測
定
法
、
ま
た
「
中
・
中
の

上
・
中
の
下
・
下
の
上
・
下
の
下
」
、
「
資
本
家
階
級
・
中
産
階
級
・
労
働
者
階

級
」
帰
属
意
識
の
設
定
も
あ
ま
り
に
操
作
化
さ
れ
た
設
定
、
尺
度
法
の
感
が
ま

ぬ
が
れ
難
い
し
、
固
定
的
な
見
方
に
制
約
さ
れ
た
使
い
古
さ
れ
た
調
査
方
法
に

も
思
え
る
。
歴
史
的
変
化
、
生
活
事
実
、
実
感
、
価
値
の
変
化
の
中
で
、
・
て
れ

ら
を
捉
え
る
こ
と
は
、
絶
え
ず
困
難
を
と
も
な
う
。
全
国
レ
ベ
ル
、
地
域
社
会

レ
ベ
ル
、
日
常
生
活
レ
ベ
ル
で
も
各
凌
様
相
が
異
な
つ
て
く
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
あ
ま
り
に
計
量
的
に
操
作
化
さ
れ
た
分
析
、
分
析
方
法
は
、
そ
れ
自

体
に
制
約
さ
れ
て
「
現
象
」
の
内
実
を
そ
れ
だ
け
一
面
化
し
断
片
化
し
易
い
と

い
う
二
律
背
反
に
立
た
さ
れ
る
。
少
々
勇
ん
だ
表
現
を
す
れ
ば
、
彪
大
な
報
告

書
で
あ
り
日
本
社
会
の
階
層
構
造
の
現
状
が
全
体
と
し
て
、
「
分
配
の
民
主
化
」
、

　
「
中
太
り
」
「
中
間
層
肥
大
型
」
と
分
析
さ
れ
る
に
し
て
も
、
「
生
活
者
」
の
生

活
は
何
か
霞
ん
で
見
え
る
。

　
し
か
し
、
本
書
は
富
永
を
中
心
に
S
S
M
調
査
を
継
続
し
こ
の
分
野
の
研
究

水
準
を
一
段
と
引
き
上
げ
、
日
本
の
社
会
構
造
の
特
徴
の
一
面
を
明
解
に
描
き

出
し
て
い
る
功
績
は
大
き
い
。
階
層
構
造
や
社
会
移
動
に
お
け
る
新
た
な
変
化

の
芽
、
傾
向
、
問
題
関
心
を
読
み
と
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
従
来
抱
か
れ
て
き

た
曖
昧
な
、
あ
る
い
は
頑
迷
な
階
層
イ
メ
ー
ジ
、
階
級
イ
メ
ー
ジ
を
新
た
に
再

検
討
す
る
意
味
で
も
見
落
す
こ
と
は
で
き
ま
い
。

　
鈴
木
広
編
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
モ
ラ
ー
ル
と
社
会
移
動
の
研
究
』
は
、
先
の

富
永
編
の
場
合
と
は
、
問
題
関
心
、
理
論
的
立
場
、
方
法
論
的
接
近
に
お
い
て

も
極
め
て
対
照
的
な
研
究
書
で
あ
る
。

　
　
　
紹
介
と
批
評

　
　
　
社
会
移
動
は
つ
ね
に
な
ん
ら
か
の
て
い
ど
に
お
い
て
、
既
存
の
生
活
構

　
　
　
造
の
破
壊
と
再
編
を
強
制
し
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
移
動
者
は
マ
ー
ジ

　
　
　
ナ
ル
・
マ
ン
で
あ
つ
て
、
位
置
の
不
安
定
に
も
と
づ
く
ア
ン
ビ
バ
レ
ソ

　
　
　
ト
な
世
界
体
験
を
特
徴
と
す
る
（
≡
ハ
頁
）
。

　
主
に
客
観
的
な
階
層
区
分
や
客
観
的
移
動
に
焦
点
を
あ
て
た
階
層
構
造
の
変

化
と
移
動
過
程
の
特
徴
に
つ
い
て
の
一
般
的
・
趨
勢
的
分
析
で
は
な
く
、
む
し

ろ
（
客
観
的
・
主
観
的
）
移
動
が
人
々
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
ひ
き
お
こ
し
て
い

る
の
か
と
い
う
基
本
的
視
座
か
ら
考
察
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
移
動
効
果
論
を

軸
に
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
い
わ
ば
「
土
着
」
「
定
住
」
、
相
互
的
自

律
的
な
「
福
祉
」
等
と
何
ん
ら
の
交
わ
り
を
も
も
た
な
い
、
単
な
る
「
流
動

型
」
社
会
、
高
移
動
社
会
、
「
業
績
型
」
社
会
、
「
先
進
産
業
」
社
会
に
対
す
る
懐

疑
と
批
判
に
根
差
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
、
鈴
木
広
ら
の
移
動
効
果

論
は
、
社
会
移
動
と
移
動
者
（
移
動
主
体
、
生
活
主
体
）
の
生
活
構
造
や
地
域
社

会
と
の
関
連
を
問
題
関
心
に
し
「
成
層
・
移
動
論
と
都
市
社
会
学
・
コ
、
・
・
ユ
ニ

テ
ィ
論
と
が
、
相
互
に
媒
介
し
あ
つ
た
と
こ
ろ
に
、
必
然
的
に
本
書
の
主
題
が

形
成
さ
れ
る
」
（
は
し
が
き
）
。
戦
後
三
〇
数
年
問
に
お
け
る
日
本
社
会
の
「
地
域

的
構
成
と
階
層
的
構
成
の
激
変
」
が
「
…
…
人
の
生
活
形
態
に
い
ろ
い
ろ
な
間

題
を
提
起
し
、
衝
撃
を
与
え
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
コ
、
・
・

ユ
ニ
テ
ィ
意
識
、
す
な
わ
ち
一
定
地
域
に
居
住
す
る
生
活
者
群
が
、
当
該
地
域

に
お
け
る
社
会
生
活
状
態
の
共
同
性
に
つ
い
て
も
つ
意
識
の
変
容
、
再
編
の
諸

相
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
面
か
ら
現
代
日
本
社
会
の
変
化
に
ア
プ
・
ー
チ
し
て
み

た
い
」
　
（
一
〇
頁
）
と
い
う
主
題
が
設
定
さ
れ
る
。

　
九
州
大
学
の
鈴
木
広
を
中
心
と
す
る
「
社
会
移
動
研
究
会
」
は
一
九
六
八
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
一
三
　
　
（
＝
二
一
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

に
組
織
さ
れ
、
そ
れ
を
母
体
に
そ
の
後
の
研
究
調
査
結
果
が
集
成
さ
れ
て
本
書

を
公
刊
（
一
九
七
八
年
）
し
て
い
る
が
、
理
論
的
に
は
鈴
木
広
の
論
文
「
社
会
的

移
動
論
序
説
」
（
一
九
六
八
年
）
お
よ
び
「
離
島
社
会
に
お
け
る
土
着
と
流
動
」

（
一
九
六
九
年
）
（
い
ず
れ
も
鈴
木
『
都
市
的
世
界
』
一
九
七
〇
年
に
所
収
）
に
負
つ
て

い
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
特
に
前
者
の
論
文
に
お
い
て
社
会
的
地
位
と
社
会
移

動
の
概
念
の
多
義
性
、
多
元
性
、
客
観
性
と
主
観
性
を
再
考
察
す
る
必
要
を
指
摘

し
、
「
社
会
的
地
位
概
念
を
社
会
構
造
の
最
小
の
分
析
単
位
と
し
て
構
造
論
的
に

規
定
す
る
だ
け
で
な
く
、
行
為
者
（
す
な
わ
ち
生
活
者
）
主
体
に
そ
く
し
て
、
個

人
が
さ
ま
ざ
ま
の
社
会
構
造
に
参
与
す
る
環
と
し
て
も
把
握
す
る
」
（
『
都
市
的
世

界
』
四
二
頁
）
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
「
私
は
社
会
的
移
動
を
た
だ
そ
の
客
観
的
側

面
に
つ
い
て
比
較
・
観
察
し
て
、
そ
の
現
象
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
の
規
則
性
を

追
求
す
る
マ
ク
ロ
分
析
だ
け
で
な
く
、
社
会
的
行
為
現
象
と
み
て
、
理
解
社
会

学
的
に
、
そ
の
主
観
的
側
面
と
そ
の
相
互
規
定
の
な
か
で
、
移
動
現
象
の
意
昧

的
解
明
を
の
み
試
み
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
」
（
同
書
、
六
四
頁
）
と
い
う
立
場
が

主
張
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
諸
類
型
（
階
層
軸
と
空
間
軸
、
客
観
軸
と
主
観
軸
等
）
の
社
会
移
動
を

独
立
変
数
と
す
る
移
動
効
果
分
析
の
研
究
を
、
「
生
活
構
造
」
を
キ
ー
概
念
と

し
て
社
会
構
造
や
文
化
体
系
へ
の
関
連
を
追
求
し
て
い
く
と
い
う
分
析
枠
組
が

用
意
さ
れ
て
い
た
。
鈴
木
の
場
合
、
明
ら
か
に
方
法
論
的
個
人
主
義
ロ
理
解
社

会
学
の
基
本
的
立
場
に
あ
り
、
質
的
な
類
型
設
定
に
よ
る
論
理
展
開
を
中
心
に

し
て
分
析
が
進
め
ら
れ
て
い
く
。

　
以
上
の
よ
う
な
理
論
的
関
心
と
用
意
は
、
今
回
の
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
モ
ラ

ー
ル
と
社
会
移
動
の
研
究
』
の
、
特
に
1
章
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
論
の
今
日
的
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
四
　
　
（
ご
一
二
一
）

況
」
、
2
章
「
地
域
に
お
け
る
統
合
と
溶
解
－
生
活
構
造
と
コ
、
・
・
ユ
ニ
テ
ィ
i
」
、

3
章
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
土
着
と
流
動
」
、
4
章
「
コ
、
・
・
ユ
ニ
テ
ィ
の
豊
富

と
貧
困
」
、
5
章
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
同
化
と
疎
外
」
、
6
章
「
コ
、
・
・
ユ
ニ

テ
ィ
分
析
の
方
法
」
、
9
章
「
社
会
構
造
と
社
会
移
動
」
で
よ
り
整
理
さ
れ
て
仮

説
的
に
論
究
さ
れ
て
い
る
。
社
会
移
動
の
効
果
を
め
ぐ
る
、
「
分
離
仮
説
」
　
（
移

動
者
が
到
達
し
た
階
層
や
地
域
社
会
に
う
け
い
れ
ら
れ
ず
、
社
会
関
係
を
形
成
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
孤
立
し
て
い
く
と
い
う
仮
説
）
と
「
社
会
化
仮
説
」
（
対
照
的
に
、
先
取
り

し
た
社
会
化
に
よ
つ
て
移
動
者
は
新
し
い
階
層
や
地
域
社
会
に
適
応
し
て
い
く
と
す
る
仮

説
）
の
「
ふ
た
つ
の
仮
説
は
移
動
の
タ
イ
プ
、
移
動
者
の
主
体
的
条
件
や
、
移

動
が
生
じ
る
社
会
的
・
文
化
的
コ
ソ
テ
キ
ス
ト
の
差
異
に
応
じ
て
、
と
も
に
妥

当
す
る
面
を
も
つ
て
い
る
」
　
（
八
四
－
八
五
頁
）
と
い
う
一
般
的
な
考
え
に
立
つ

て
、
コ
ミ
ニ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
分
析
枠
組
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

　
図
2
は
、
社
会
移
動
（
「
流
動
型
社
会
の
形
成
）
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
（
そ

の
統
合
・
溶
解
・
再
統
合
）
と
の
関
連
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
際
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
状
態
の
分
析
枠
組
と
し
て
図
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
都
市
化
．
産
業

化
は
広
く
社
会
構
造
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
状
態
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
て
ぎ

た
。
先
の
富
永
ら
の
分
析
で
み
た
如
く
、
都
市
化
・
産
業
化
の
展
開
は
階
層
構

造
と
社
会
移
動
を
も
著
し
く
変
え
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
の
地
域
レ
ベ

ル
で
と
ら
え
ら
れ
る
社
会
移
動
と
し
て
の
「
成
員
構
成
の
変
化
」
（
土
着
．
流
動
）

を
独
立
変
数
と
し
て
、
生
活
構
造
に
お
け
る
「
充
足
水
準
の
変
化
」
　
（
主
に
健

康
・
安
全
・
居
住
・
仕
事
・
教
育
・
娯
楽
と
い
つ
た
生
活
基
礎
要
件
に
つ
い
て
の
充
足
・
不

充
足
）
（
モ
ノ
・
レ
ベ
ル
）
、
そ
し
て
関
係
の
網
の
目
と
し
て
の
集
団
参
与
・
社

会
参
与
に
お
け
る
「
社
会
構
造
の
変
化
」
（
統
合
・
溶
解
ー
こ
の
溶
解
に
お
い
て
は
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準
拠
座
標
を
な
ん
ら
共
有
し
て
い
な
い
、
「
群
居
」
状
態
を
意
味
し
て
い
る
）
（
ヒ
ト
・
レ

ベ
ル
）
を
、
い
わ
ば
媒
介
変
数
に
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
「
意
識
形
態
」
の
変

化
（
コ
コ
・
・
レ
ベ
ル
）
、
全
体
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
状
態
を
解
明
し
て
い

こ
う
と
し
て
い
る
、
と
要
約
で
き
る
。

　
関
心
の
焦
点
と
な
つ
て
い
る
コ
ミ
ュ
テ
ィ
意
識
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
認
知
・

感
情
・
意
志
に
か
か
わ
る
そ
の
モ
ラ
ー
ル
次
元
と
規
範
意
識
と
し
て
の
ノ
ル
ム

次
元
と
を
原
理
的
に
相
互
に
区
別
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
「
し
た
が
つ
て
、
ノ

ル
ム
次
元
を
規
定
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
モ
ラ
ー
ル
次
元
を
も
規
定
す
る
よ
う

に
説
明
さ
れ
て
い
た
従
来
の
理
論
は
誤
り
で
あ
る
」
（
一
…
頁
）
と
す
る
。
地
域

の
人
々
の
抱
い
て
い
る
関
与
、
愛
着
、
満
足
、
参
与
と
い
つ
た
感
覚
志
向
、
生

活
目
標
等
の
あ
り
様
を
掘
り
起
し
て
い
く
過
程
で
地
域
生
活
が
問
わ
れ
る
べ
ぎ

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

で
あ
ろ
う
と
い
う
考
え
が
底
流
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
は
、

モ
ラ
ー
ル
次
元
の
相
互
主
義
と
自
己
中
心
主
義
の
軸
と
ノ
ル
ム
次
元
の
・
ー
カ

ル
階
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
の
軸
と
の
組
合
せ
に
よ
つ
て
、
O
D
原
型
と
し
て
の
地
域

的
相
互
主
義
（
相
互
主
義
と
p
ー
カ
リ
ズ
ム
．
地
域
的
特
殊
主
義
と
の
複
合
）
、
そ
し
て

qD

地
域
的
利
己
主
義
、
㎝
開
放
的
利
己
主
義
、
㎝
開
放
的
相
互
主
義
の
四
類
型

が
設
定
さ
れ
る
。

　
そ
し
て
、
鈴
木
ら
は
、
従
来
大
都
市
お
よ
び
そ
の
近
郊
都
市
の
研
究
か
ら
、

し
か
も
規
範
的
次
元
か
ら
の
①
地
域
共
同
体
モ
デ
ル
、
②
伝
統
型
ア
ノ
ミ
ー
・

モ
デ
ル
、
③
個
我
モ
デ
ル
、
④
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
モ
デ
ル
が
論
議
さ
れ
て
き
た
の

に
対
し
て
、
自
分
達
の
類
型
に
従
つ
て
、
「
日
本
の
ぽ
あ
い
、
地
域
的
特
殊
主
義

と
相
互
主
義
の
く
み
あ
わ
せ
（
原
型
ω
）
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
の
最
頻
型
で

あ
り
、
大
部
分
の
正
常
生
活
者
に
と
つ
て
も
つ
と
も
む
り
の
な
い
、
ま
た
有
効

か
つ
円
滑
な
あ
り
方
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
積
極
的
に
眩
価
し
た
り
、
意
図
的

に
破
壊
す
る
よ
う
な
思
考
は
意
味
が
な
く
…
…
別
の
「
望
ま
し
い
」
意
識
類
型

が
、
必
要
な
だ
け
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
確
実
に
見
込
ま
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
主

張
す
べ
き
で
な
い
」
、
「
理
念
と
し
て
は
α
の
が
設
定
さ
れ
な
が
ら
、
現
実
の
選
択

と
し
て
は
m
・
㎝
・
価
の
い
ず
れ
か
、
ま
た
は
そ
の
く
み
あ
わ
せ
で
し
か
あ
り

え
な
い
と
い
え
よ
う
」
（
二
一
頁
）
と
い
う
仮
説
評
価
、
ω
「
流
動
型
」
社
会
の

形
成
、
㈲
土
着
型
社
会
に
お
け
る
定
住
志
向
、
充
足
性
・
安
定
性
、
求
心
的
・

同
心
円
的
な
統
合
性
、
逆
に
流
動
型
社
会
に
お
け
る
一
過
性
、
不
充
足
、
不
安

定
性
、
遠
心
的
・
放
射
的
溶
解
性
、
更
に
価
コ
、
・
・
ユ
ニ
テ
ィ
意
識
に
お
け
る
q
D

か
ら
㎝
、
佃
、
四
へ
の
方
向
展
開
、
㈲
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
状
態
の
「
再
統
合
」
へ

の
模
索
に
よ
つ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
仮
説
構
成
を
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
五
　
　
（
コ
ニ
三
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

　
以
上
の
よ
う
な
方
法
論
的
考
察
に
も
と
づ
い
て
、
H
部
土
着
と
流
動
、
皿
部

地
方
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
状
況
で
は
、
九
州
の
地
方
都
市
を
対
象
と
し
た

具
体
的
な
調
査
結
果
を
分
析
し
て
い
る
。
流
動
化
を
め
ぐ
る
人
口
動
態
、
社
会

増
減
の
特
徴
に
も
と
づ
く
都
市
類
型
に
従
つ
て
、
人
口
停
滞
的
地
方
都
市
・
土

着
型
伝
統
消
費
都
市
と
し
て
人
吉
市
（
実
際
に
は
そ
の
う
ち
の
人
吉
市
北
願
成
寺
地

区
と
九
日
町
地
区
）
、
人
口
急
増
地
区
で
大
都
市
近
郊
型
の
流
動
化
と
し
て
の
大

野
城
市
（
う
ち
南
ケ
丘
地
区
と
下
筒
井
地
区
）
、
更
に
工
業
化
型
の
流
動
化
と
し
て

北
九
州
市
小
倉
北
区
（
南
丘
地
区
）
に
お
い
て
一
九
七
五
年
を
中
心
に
研
究
者
、

学
生
自
ら
に
よ
る
地
区
二
〇
才
以
上
男
女
成
員
全
員
に
対
す
る
面
接
調
査
と
し

て
現
地
調
査
を
実
施
さ
れ
て
い
る
（
表
1
を
参
照
）
。
主
に
地
区
特
性
お
よ
び
移

動
経
歴
ハ
タ
ー
ン
（
地
域
移
動
に
お
け
る
土
着
層
・
U
タ
ー
ン
層
・
ス
テ
ッ
プ
流
入
層
・

流
入
層
、
階
層
移
動
に
お
け
る
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
安
定
層
・
自
営
安
定
層
・
ブ
ル
ー

カ
ラ
！
安
定
層
・
自
営
分
解
層
・
自
営
帰
着
層
・
上
昇
移
動
層
・
下
降
移
動
層
・
等
の
類

型
）
に
対
応
さ
せ
て
、
生
活
要
件
充
足
、
集
団
参
与
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
（
コ

、
・
三
ニ
テ
ィ
・
モ
ラ
ー
ル
と
コ
、
・
三
ニ
テ
ィ
・
ノ
ル
ム
）
、
そ
し
て
社
会
意
識
と
し
て

の
階
層
意
識
・
政
党
支
持
態
度
・
生
き
方
等
を
詳
細
に
分
析
報
告
し
て
い
る
。

　
多
数
の
人
に
な
る
共
同
研
究
の
上
に
各
章
分
担
執
筆
と
い
う
こ
と
も
あ
つ

て
、
多
少
の
重
複
と
分
析
方
法
の
不
統
一
も
あ
り
、
全
体
を
通
じ
て
地
方
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
「
状
況
」
分
析
、
状
況
報
告
に
終
つ
て
い
る
き
ら
い
が
な
い
で

も
な
い
。
戦
後
三
〇
年
余
を
経
て
の
転
換
期
に
あ
り
、
ま
ず
足
も
と
の
変
動
状

況
を
じ
つ
く
り
見
据
え
て
、
少
し
ず
つ
展
望
を
広
げ
深
め
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。
鋭
い
問
題
意
識
と
意
欲
的
な
、
す
ぐ
れ
た
方
法

論
的
考
察
に
支
え
ら
れ
た
問
題
提
起
の
書
と
い
え
る
。
社
会
移
動
研
究
に
し

　北　　九　　州　市

5市合併による100万都市

四大工業地帯の一，小倉はそ

の中心地区・都心

人口停滞

高福祉・産業都市

　　　　南　　丘

一
二
六
　
　
　
（
一
二

地域の比較概況表1

　大　　野　　城　　市

新興ベッドタウン

住民の大半は福岡市への通

勤者，住宅都市

人口急増

コミュニティ都市

スプ目一ル的郊外住宅地

　下筒井

都心に接する
スプ冒一ル的
住宅地

南ケ丘

市からの移住老，環境改善
の住民運動一過性住民

四
）

P．185

郊外住宅団
地

すべて外来
者，コミュ
ニティ運動
盛ん

　人　　　吉　　　市

鎌倉時代以来の古い城下町

球磨盆地の農山村を勢力圏

とする中心市，商業・観光

の町

人口漸減

自然公園都市

北願成寺1九隅
交B外住宅∫也1都ら商店街

性特

力勢

人　　口

行政方針

対　　象

置位

1悔麓薦言幅民位

鈴木広編『コミュニティ・モラールと社会移動の研究』



様ろ
、　　、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
論
に
し
ろ
、
先
の
富
永
編
『
日
本
の
階
層
構
造
』

本
書
も
画
期
的
な
研
究
で
あ
る
と
考
え
る
。

㊧
研
究
成
果
と
課
題

と
同

　
以
上
、
両
者
の
内
容
の
概
略
に
つ
い
て
触
れ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
著
書
で
最

後
の
章
に
一
応
の
結
論
と
課
題
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
で
要
約
し
て
お
く
こ

と
に
し
よ
う
。
富
永
編
『
日
本
の
階
層
構
造
』
で
は
次
の
よ
う
に
結
論
づ
け
ら

れ
て
い
る
。
分
析
を
通
じ
て
、
ω
現
代
日
本
社
会
に
お
け
る
階
層
構
造
の
現
実

そ
の
も
の
の
反
映
と
、
人
び
と
が
層
と
層
と
の
間
の
「
境
界
」
と
い
う
観
念
を

も
つ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
の
た
め
に
、
不
平
等
の
構
造
は
「
構
造
的
見
取

図
」
と
い
つ
た
も
の
は
描
き
に
く
く
、
諸
変
数
の
分
布
形
態
と
し
て
「
中
太
り

の
階
層
構
造
」
、
「
中
間
層
肥
大
型
」
に
近
い
分
布
を
も
つ
て
い
る
こ
と
（
四
八

O
頁
）
、
㈹
産
業
化
の
第
二
局
面
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
一
九
五
五
年
以
降
の

高
度
経
済
成
長
期
を
つ
う
じ
て
、
「
職
業
構
造
の
変
動
、
所
得
格
差
の
縮
小
、
中

等
な
ら
び
に
高
等
教
育
の
爆
発
的
普
及
な
ど
に
よ
る
分
配
の
平
等
化
と
機
会
の

均
等
化
を
実
現
し
て
き
た
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
種
々
の
角

度
か
ら
実
証
し
た
」
（
四
八
一
頁
）
こ
と
、
㈹
し
か
し
、
平
等
化
・
均
等
化
に

む
か
う
傾
向
に
対
し
て
、
専
門
職
・
大
企
業
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
部
門
・
農
業

等
に
お
け
る
移
動
の
閉
鎖
的
傾
向
、
出
身
地
域
・
出
身
家
族
や
教
育
に
よ
る
制

約
、
学
歴
そ
の
も
の
の
ア
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
化
と
い
つ
た
制
約
条
件
も
多
い
こ

と
、
更
に
㈹
一
九
五
五
年
か
ら
一
九
七
五
年
ま
で
の
二
〇
年
問
の
産
業
化
の
第

二
局
面
は
い
ま
や
終
り
、
現
在
第
三
局
面
に
あ
り
、
将
来
展
望
が
予
想
さ
れ
①

　
　
　
紹
介
と
批
評

価
値
志
向
の
変
化
、
②
性
役
割
の
平
等
化
の
動
向
と
社
会
階
層
、
③
教
育
と
職

業
達
成
に
お
け
る
質
的
分
化
と
多
様
化
、
④
デ
ー
タ
の
蓄
積
と
国
際
比
較
と
い

う
今
後
の
研
究
課
題
の
方
向
づ
け
、
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
鈴
木
編
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
モ
ラ
ー
ル
と
社
会
移
動
の
研
究
』
は
、
今
日
の

日
本
に
進
行
す
る
都
市
的
状
況
の
う
ち
か
ら
典
型
的
と
思
わ
れ
る
二
都
市
四
地

区
、
人
吉
市
北
願
成
寺
・
九
日
町
、
大
野
城
市
南
ケ
丘
・
下
筒
井
、
（
お
よ
び
補
足

的
に
他
の
一
地
区
、
北
九
州
市
小
倉
北
区
南
丘
）
を
対
象
と
し
、
そ
れ
ら
の
比
較
分

析
を
つ
う
じ
て
地
域
特
性
の
な
か
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
形
成
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

模
索
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
そ
こ
で
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
、
O
D
流
動

志
向
よ
り
も
定
着
志
向
が
、
ま
た
開
放
志
向
よ
り
も
閉
鎖
志
向
の
ほ
う
が
現
実

に
は
地
域
へ
の
関
心
を
高
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
物
財
的
・
社
会
関
係
的
構
成

を
充
実
さ
せ
て
い
く
力
と
な
る
。
㈲
土
着
者
ま
た
は
土
着
志
向
を
も
つ
流
動
者

が
、
土
着
原
理
と
流
動
原
理
の
双
方
を
体
験
的
に
学
習
し
て
い
る
短
期
他
出
者

な
い
し
U
タ
ー
ソ
者
の
り
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
得
る
と
い
う
コ
ソ
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン

が
事
実
上
も
多
い
ケ
ー
ス
で
あ
る
が
、
相
対
的
に
有
効
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
動

か
し
て
い
る
構
成
の
事
例
で
あ
る
、
㈹
物
財
体
系
の
現
水
準
へ
の
評
価
が
高
い

地
区
、
高
い
項
目
、
高
い
要
件
群
ほ
ど
、
そ
の
改
善
を
要
求
す
る
程
度
は
弱
い

と
い
う
ほ
ぼ
一
貫
し
た
傾
向
が
あ
る
、
価
の
地
域
的
移
動
の
経
験
ぽ
、
特
定
地
域

を
相
対
化
す
る
経
験
で
あ
る
か
ら
、
概
し
て
権
利
意
識
や
要
求
水
進
を
高
め
る

効
果
を
も
つ
の
で
一
過
性
、
定
着
性
を
問
わ
ず
移
動
者
は
強
く
要
求
す
る
が
、

定
着
者
の
ぽ
あ
い
に
は
地
域
的
関
心
を
媒
介
に
し
て
そ
の
要
求
が
社
会
化
さ
れ

る
の
に
た
い
し
、
一
過
性
の
ば
あ
い
に
は
社
会
化
さ
れ
ず
に
拡
散
し
て
し
ま
う
、

と
い
う
の
で
あ
り
「
中
範
囲
」
の
理
論
化
が
志
向
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
調
査
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
七
　
　
（
一
二
一
五
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

果
等
の
情
報
の
公
共
化
を
も
積
極
的
に
図
る
べ
ぎ
で
あ
り
、
今
後
も
都
市
諸
類

型
を
豊
富
に
し
て
工
業
都
市
、
「
過
疎
」
的
末
端
地
域
、
過
疎
的
「
底
辺
」
地
域
等

に
お
け
る
同
様
な
調
査
も
進
め
て
い
く
こ
と
の
必
要
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
両
者
は
、
直
接
に
は
共
に
一
九
七
五
年
と
い
う
同
じ
時
点
で
な
さ
れ
た
、
現

代
日
本
の
社
会
状
況
に
お
け
る
社
会
移
動
を
軸
に
階
層
構
造
、
コ
、
・
・
ユ
ニ
テ
ィ

の
動
き
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
意
図
で
か
な
り
大
掛
り
に
実
施
さ
れ
た
調
査
研

究
を
も
と
に
し
た
研
究
書
で
あ
る
。
す
で
に
言
及
し
た
と
お
り
、
問
題
関
心
か

ら
し
て
も
研
究
史
上
に
照
ら
し
て
も
共
に
画
期
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い

得
な
い
。
最
後
に
筆
者
自
身
の
感
想
を
要
点
の
み
記
し
て
お
く
こ
と
に
し
た

い
。　

第
一
に
、
富
永
編
の
S
S
M
調
査
に
つ
い
て
は
第
一
回
・
第
二
回
・
第
三
回

調
査
で
採
用
さ
れ
た
調
査
分
析
法
自
体
を
継
続
し
、
あ
る
い
は
踏
襲
と
制
約
、

高
度
な
計
量
分
析
技
法
、
（
そ
し
て
基
礎
的
な
理
論
的
・
方
法
論
的
立
場
）
に
よ
つ
て

時
系
列
的
に
そ
れ
な
り
に
変
化
を
明
快
に
分
析
し
得
る
一
面
、
他
面
で
は
そ
の

分
析
が
非
歴
史
的
な
も
の
に
な
つ
た
り
、
「
方
法
論
的
抑
制
」
に
お
ち
い
つ
て
帰

す
る
と
こ
ろ
あ
た
り
さ
わ
り
の
な
い
極
め
て
一
般
的
な
傾
向
し
か
帰
結
で
き
な

か
つ
た
り
す
る
の
で
は
な
い
か
（
最
近
の
ア
メ
リ
カ
社
会
学
界
に
も
一
つ
の
特
徴
と

し
て
同
じ
よ
う
な
傾
向
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
U
帥
く
箆
い
O
声
ざ
．
、
＞
B
①
ユ
8
旨
ω
？

o
一
〇
一
〇
閃
鴇
”
惣
蒔
鐸
餌
巳
ギ
o
包
一
ω
Φ
、
．
．
↓
ぎ
＞
ヨ
①
ユ
8
ロ
ω
0
9
0
一
〇
α
Q
簗
し
O
鐸

く
o
、
・
お
（
窄
ぼ
轟
q
）
。
ま
た
、
断
ち
切
ら
れ
て
い
る
が
一
九
五
二
年
に
六
大
都

市
調
査
、
第
一
回
S
S
M
調
査
の
地
方
地
区
調
査
の
試
み
に
す
で
に
あ
つ
た
よ

う
に
多
様
な
都
市
類
型
・
地
域
類
型
に
従
つ
た
重
点
的
な
地
域
レ
ベ
ル
に
お
け

る
S
S
M
調
査
を
並
行
す
る
試
み
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
こ
の
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
八
　
　
（
ニ
コ
六
）

と
は
鈴
木
ら
の
研
究
活
動
と
接
合
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
も
な
る
だ
ろ
う
。
た
だ

し
、
調
査
研
究
が
大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
な
り
研
究
者
が
「
高
度
の
分
析

水
準
」
を
求
め
る
あ
ま
り
に
、
実
際
に
資
料
に
あ
た
り
面
接
調
査
の
作
業
を

「
専
門
社
会
調
査
機
関
と
の
協
力
」
に
委
ね
て
し
ま
う
こ
と
は
、
面
接
員
や
被

面
接
者
と
の
関
係
が
ま
す
ま
す
断
ち
切
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
、
学
術
調

査
と
し
て
も
、
少
々
素
朴
な
疑
問
を
呈
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
第
二
に
鈴
木
編
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
モ
ラ
ー
ル
と
社
会
移
動
の
研
究
』
に
つ

い
て
い
え
ば
、
全
体
と
し
て
問
題
関
心
に
お
い
て
も
方
法
論
的
接
近
に
お
い
て

も
私
自
身
の
そ
れ
ら
と
も
共
有
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
教
示
さ
れ
る
と
こ
ろ
が

大
き
か
つ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
類
型
論
設
定
が
一
人
歩
ぎ
し
、
コ
、
・
・
ユ
ニ
テ
ィ
意

識
論
に
傾
斜
し
す
ぎ
て
い
る
き
ら
い
が
な
い
で
も
な
い
。
生
活
構
造
論
に
し

ろ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
論
に
し
ろ
、
漸
く
地
に
足
を
つ
け
始
め
た
ぽ
か
り
の
研
究

領
域
で
あ
り
、
特
に
生
活
基
礎
要
件
分
析
等
は
も
つ
と
掘
り
下
げ
た
分
析
が
必

要
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
ま
た
、
先
に
す
で
に
触
れ
た
こ
と
で
も
あ
る

が
、
仮
設
構
成
的
な
都
市
類
型
に
も
と
づ
く
五
地
区
の
調
査
分
析
が
、
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
横
断
的
な
比
較
分
析
、
状
況
分
析
に
と
ど
ま
つ
て
、
地
域
特
性
に

も
と
づ
く
そ
の
地
域
社
会
の
構
造
分
析
と
過
程
分
析
の
側
面
が
欠
け
る
き
ら
い

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
更
に
鈴
木
自
身
が
言
及
し
6
章
「
コ
、
・
・
ユ
ニ
テ
ィ
分

析
の
方
法
」
で
も
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
今
後
も
同
じ
都
市
類
型
お
よ
び

異
な
る
都
市
類
型
に
お
け
る
調
査
を
重
ね
て
い
か
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
第
三
に
、
両
書
を
読
ん
で
研
究
の
共
通
の
関
心
に
な
つ
て
い
る
「
社
会
的
地

位
」
と
「
社
会
移
動
」
（
概
念
）
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
社
会
学
の
中
で
理
論
的

に
も
方
法
論
的
に
も
充
分
深
め
ら
れ
検
討
さ
れ
な
い
ま
ま
に
国
際
社
会
学
界
等



の
動
き
に
引
き
ず
ら
れ
る
形
で
実
際
の
調
査
研
究
に
走
り
、
あ
る
い
は
走
つ
て

き
た
感
が
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
反
省
に
立
ち
な

が
ら
、
調
査
分
析
と
並
行
さ
せ
つ
つ
、
階
級
理
論
と
の
関
連
を
も
含
め
て
思

想
的
・
理
論
的
・
方
法
論
的
な
再
考
察
が
必
要
で
あ
る
。
第
四
に
、
両
書
は
や

は
り
分
厚
い
、
し
か
も
高
価
な
研
究
書
で
あ
る
。
問
題
関
心
か
ら
し
て
も
広
く

読
ま
れ
て
よ
い
本
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
本
書
と
は
別
に
も
つ
と
平
易
に
簡

潔
に
ま
と
め
た
形
で
公
刊
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
た
い
。

　
安
田
三
郎
『
社
会
移
動
の
研
究
』
（
一
九
七
一
年
）
と
共
に
、
こ
の
領
域
の
研

究
活
動
も
漸
く
盛
ん
と
な
り
地
平
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
（
富
永
健
一
編
『
日
本
の

階
層
構
造
』
東
京
大
学
出
版
会
二
九
七
九
年
二
月
・
五
二
〇
頁
・
定
価
六
〇
〇
〇
円
、

鈴
木
広
編
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
モ
ラ
ー
ル
と
社
会
移
動
の
研
究
』
ア
カ
デ
ミ
ア
出
版
会
・

一
九
七
八
年
・
五
八
八
頁
・
定
緬
一
三
〇
〇
〇
円
）
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合
　
隆
　
男

紹
介
と
批
評

二
一
九
　
　
（
コ
＝
七
）


